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光輝く一歩を （一学期終業式）

校長 石村直義

一学期の終業式を迎えました。4か月間、いろいろな機会や経験があったと思います。多くのことを通

して確実に成長できました。それを振り返るとき、順風満帆、楽しく嬉しいことばかりで大満足だという

なら、それは素晴らしいですが、苦労をしたことや失敗も多くあったことと思います。先日お迎えしたジャ

ズピアニストの平戸祐介さんもメッセージをくださいましたが、失敗することは決して悪いことではない。

「失敗は成功の素」といいます。「今回はうまくいかなかったが、次はこうしよう、こうすれば失敗しな

いで済む」これは、失敗があったからこそ解った大切な発見です。その後の自分に必ずプラスになってい

くと思って前向きに考えましょう。さまざまな経験をすることができたことを感謝のうちに確認し、これ

からもどんどん成長してください。

ともに読んだ聖書に、「あなたがたの光を、人々の前で輝かしなさい。」（マタイ5:16）という御言

葉がありました。みなさん、輝いていますか？

この夏、全国大会や九州大会に臨む方、県や市でいろいろな大会や発表会、試合や演奏、意見発表、検

定試験、受験をするという人もいるでしょう。際立った場に臨むのではなくても、さまざまな場面で自分

を表す機会がある。小さな場もすべて含んで、輝ける自分として過ごしてほしいと思います。自分は輝い

ていない、輝けないと下を向いてしまうようなとき、思い出してください。自分の光は神様が与えてくだ

さった賜物です。一人ひとりが輝けるようにと、それぞれに光が与えられています。それを自分だけのも

のにせず、人々の前に輝かす、自分に与えられた賜物を精一杯に活かすということです。

一学期を振り返り、成長を確認するとともに、自分を輝かせる、周囲の人とともに輝く、そうした前向

きな一歩を、是非改めて踏み出してください。

夏休み、暑さの中にも気力を充実させ、思わぬ事故や事件に遭わないように。熱中症や感染症、雷など

にも注意して、健康で安全な夏休みが過ごせますように。
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第１回中高オープンスクール開催
７月６日（日）、中学校のオープンスクール（午前）と高校のオープンスクール（午後）を開催しまし

た。県内外からたくさんの小５～６年生の児童、中学３年生の生徒と保護者の皆様に来校いただきました。

中学
中学オープンスクールに２８名が参加をしてくださいました。全体会では、吹奏楽部のウェルカムコン

サートや中学生による行事紹介、校歌斉唱などステージ発表中心に行いました。また、英語レッスンでは

ネイティブの先生による講座や中学生と体を動かしながら交流を深める交流会など多くの企画を行いまし

た。参加者の皆さんの笑顔が溢れており中学生がとても喜んでいました。第２回オープンスクールは９月

１３日（土）に実施いたします。多くの企画を準備しています。多くの参加をお待ちしております！

（江上晴香）

高校
今年度から全校生徒が係生徒として登校し、来校者をおもてなしし

ました。吹奏楽部のウェルカムコンサートから始まり、会場は大いに

賑わいました。新しいプログラムとして、「授業見学会」と「生徒と

先生によるトークセッション」、「校内ラジオ」を取り入れ、活水の

魅力を存分に伝えられたオープンスクールになったのではないかなと

思います。今後も魅力ある取り組みになるよう最大限取り組んでいき

ます。 （草野深音）

年 間 聖 句
願いと祈りと執り成し

と感謝とをすべての人々

のためにささげなさい。

テモテ 2章1節

「平戸さんＪＡＺＺ講座」

7月22日（火）に本校チャペルにて「平戸祐介」さんをお

迎えし、ＪＡＺＺ講座を行いました。吹奏楽部と高Ⅲの音楽

提携プログラムの生徒が平戸さんとのセッションに挑戦しま

した。当日だけのリハーサルで、しかも各自ソロを演奏する

ことになり（！！）大役でしたが生徒達はアドリブという難

しい課題を見事にこなすことが出来ました。普段ＪＡＺＺは

聴くことはあっても演奏する機会はないため大変良い経験を

させていただきました。 （杉町たまみ）

「ハガルよ、どうしたのか。恐れることはない。神はあそこにいる子供の

泣き声を聞かれた。立って行って、あの子を抱き上げ、お前の腕でしっ

かり抱きしめてやりなさい。わたしは、必ずあの子を大きな国民とする」

（創世記 ２１:１７、１８）

ハガルという女性は間違いの多い人でした。そしてその結果、穏やかな生活を失い混乱の中に落ちいりま

した。そして自分の手で自分の子供を見殺しにしなければなりませんでした。荒れ野に子供を置き去り、泣

きながらそこを去るハガルに子供の泣き声が聞こえます。そして神様から「お前の腕でしっかり抱きしめて

やりなさい」という言葉を聞きます。神様は子供の泣く声を聞かれます。そしてその子供をしっかりと抱き

しめてくださいます。泣く者の声を聞く、それが平和の始まりだと思います。そして私たちもいつかハガル

のように泣く子供たちを抱きしめる存在になりたいと思います。 (北見さとみ)

今月の聖句



マナー講座

中 学 ２ ・

３ 年 生 は 活

水 女 子 大 学

の 八 坂 徳 子

先 生 か ら マ

ナ ー 講 座 を

受けました。

「何のために職場体験を行うのか」といっ

た、心がまえに関するお話から、「敬語」

や「目的に応じたお辞儀の仕方」といっ

た実践的な知識まで、詳しく伺うことが

できました。生徒たちは熱心にメモを取

り、自己紹介やお辞儀の練習に取り組ん

でいました。 （菅のの香）

（生徒の感想）

・私が一番興味を持ったのは、話し方だ

けでなく声の大きさ、表情、身だしなみ、

姿勢なども印象を左右するコミュニケー

ション手段だということです。

盛り上がった球技大会

７月２４日（木）１学期球技大会を行いました。猛暑の中熱中症が懸念さ

れましたが、無事終えることが出来ました。中学生は、バレーボール、バド

ミントン、ドッジボールの３種目を行い、赤組が優勝しました。高校生は、

バレーボール、バスケットボールの２種目を行い、バレーボール、バスケッ

トボールともにⅡ年C組がダブル優勝しました。球技大会に向け、全クラス

練習に励み、大会当日ではいいチームワークが見られました。球技大会を通してクラスの輪が広がり、より

団結したことと思います。みなさんお疲れ様でした。 （江上晴香）

吹奏楽部活動より

〇三校合同サマーコンサート

６月２８日（土）活水中高・創成館高校・日本経済大学（卒業生在学）によるコンサートをチャペルで

行いました。今年で２回目という事でチャペルを埋め尽くす多くのお客さんにきていただきました。互い

の学校の刺激となりました。

〇サマーコンサートin基山

６月２９日（日）に筑紫野地区・鳥栖地区の中学校９校と一緒にコンサートを行いました。夏のコンクー

ル形式で行い、中学生の熱い演奏を聴くことができました。最後は交流会をし、大変盛り上がりました。

〇第３回海の日コンサート

７月１３日（日）長崎ブリックホールにて「第３回海の日コンサート」を開催しました。年々参加校が

増え、今年は１１校が参加してくれました。夏のコンクール大会形式で行い賞も決めました。各校県大会

に向け大いに実力を発揮してほしいと思います。

〇長崎県吹奏楽コンクール

７月２０日（日）アルカス佐世保にて県大会がありました。今年は課題曲マーチと自由曲は静と動が混

在する「ドラゴンの年」を演奏しました。まだまだ未完成ではありましたが県大会までに出来る精一杯の

演奏をしました。金賞・そして県代表として8月24日福岡サンパレスで行われる九州大会出場に選ばれま

した。さらに研ぎ澄まされた演奏になるよう練習を重ねたいと思っています。応援をよろしくお願いしま

す。 （杉町たまみ）

大会成績等

〈中高吹奏楽部〉

長崎県吹奏楽コンクール 金賞・県代表

〈バレーボール部〉

国民スポーツ大会九州ブロック大会

ビーチバレーボール競技 少年女子

第1位 吉田・尾崎ペア（県代表権獲得）

〈コーラス部樟TwinkleStars〉

NHK全国音楽コンクール長崎県コンクール

奨励賞

〈図書委員会〉

総合文化祭図書部門ライブラリーフェスタ県南地区

ビブリオバトル チャンプ本紹介者 今里ひより

（岩永崇史）

国スポ九州ブロック予選

７月１２（土）１３日（日）にビーチバレーの国民

スポーツ大会（国スポ）九州予選があり、Ⅲ年の吉田

優羽・尾崎日萌ペアが長崎県代表として出場し、4県

による予選グループ戦で初戦の佐賀に2-1で逆転勝ち

したものの次の熊本には1-2で逆転負けを喫し、初日

は4県全てが1勝1敗で並ぶ大混

戦となりました。2日目の大分

に2－0で勝ち2勝1敗となり佐

賀と同率で並びましたが、ポイ

ント率でわずかに上回りパート

1位で滋賀国民スポ－ツ大会出

場を決めました。

（平野智也）

中１ 命の大切さ～誕生と成長～

中学１年生の総合学習のテーマ「生命（いのち）」の一環として、助産師の奥野さよ美先生から「命の

大切さ～誕生と成長～」と題して女性の体や妊娠、出産についてお話を聞きました。また、妊婦さん体験

をさせていただき、お母さんの辛さや大変さを実感できる機会になりました。 （常泉晶子）

（生徒の感想）

・お腹が大きくなったら、足の爪を切るのも、下に落ちた物を拾うことも大変だとい

うことがわかった。

・妊娠中、お酒やタバコがなぜ良くないのか分からなかったけど、赤ちゃんと繋がっ

ているへその緒を通って赤ちゃんの体内に入ってしまうからだということが分かった。

・お産をする時は、お母さんも赤ちゃんも頑張っていることが分かった。私を産んで

くれたお母さんとそれを支えたお父さんには感謝しかない。

留学を終えて

日本に留学してからの一年間は、私にとってかけがえのな

い思い出でいっぱいです。来日してすぐに体育大会に参加し、

クラスメートたちの大きな声援を受けたとき、「私はこの学

校の一員なんだ」と強く感じました。その後も、スポーツデー

や歓迎会、原爆資料館の見学、オープンスクールなど、さま

ざまな学校行事に参加し、集団活動の楽しさを知ることがで

きました。最初は言葉や文化の違いに戸惑い、緊張する日々

もありましたが、クラスメートから励ましの手紙をもらった

り、誕生日に友達がプレゼントをくれたりと、温かい出来事

が私を支えてくれました。日本の学校生活を通して、自分の

殻を破り、積極的に挑戦する大切さを学びました。この一年

間で出会った人々や経験は、私の宝物です。 （張佳瑩）

２０２５企業見学会

高校Ⅱ年生は、７月８日（火）に長崎県庁様タ

イアップ企画として企業見学会に行ってきました。

行き先は、長崎県警様、株式会社V・ファーレン

長崎様、株式会社チョープロ様、株式会社 十八

親和銀行様、NCD株式会社 長崎オフィス様、メッ

トライフ生命株式会社 長崎

本社様で、とても親切にご対

応いただき、大変充実した見

学会となりました。長崎県の

広報ＴＶ番組「みジカななが

さき」の取材も入っているの

で、ぜひご覧ください。

（草野深音）


